
 

 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 「社会基盤の強化発展に寄与する。」という上位目標達成に向け、ＥＲ

ＷＩチームの能力強化については、計画どおり、順調に進んだ。また、知

識だけでなく実習による実体験によって、住民への危険回避教育等によ

り社会基盤の強化発展に資する姿勢も向上した。 

教官教育について、ＣＭＡＣ教官にも科目を担当させたところ、高く評

価できる結果だった。 

 

（２）事業内容 

 

本事業は、３か年計画であるが、本報告は第３期（２０１７年３月１日

－２０１８年２月２８日）の活動内容及び成果について報告するもので

ある。 

 

ア 教育準備 

(ア) 教育資料等の作成 

教育科目表、教育順次表、教育計画（レッスンプラン）、教育

資料等を作成し、教育資料９０冊を準備した。 

ＣＭＡＣと早期に調整し、計画どおりの資料を作成した。 

    別紙第１ 教育準備間作成した資料等 

 

（イ） ＣＭＡＣ本部及びＴＩＭＡと教育検討会を回実施し、教育 

要領及び教育内容、被教育チ－ムの交代要領、教育前アセスメ

ント（素養試験）等について協議し教育資料作成など教育準備

を確立させた。 

 

検討会実施状況 

実施日 ＣＭＡＣ参加者 検討主内容 

２月１日 ＣＭＡＣ本部 教育期間・教育内容 

３月１３日 ＴＩＭＡ 教育要領・テキストの内容審議 

３月３０日 ＴＩＭＡ 第４期ＴＩＭＡマネージャーと

ＪＭＡＳの教育要領について協

定書調印 

６月６日 ＴＩＭＡ 第５期教育開始前の教育全般に

ついて確認 

７月１８日 ＴＩＭＡ 第５期の教育期間の細部につい

て協議 

１０月１８日 TＩＭＡ 第６期の教育期間の細部につい

て協議 

ＴＩＭＡ（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｉｎｓｔｉｔｕｅｔ ｏｆ Ｍｉｎｅ 

Ａｃｔｉｏｎ） ：地雷処理の技術研究所  

 

（ウ）教導チームの練成 

     教育展示できるよう、展示予定の科目について５回練成し 

    た。 

    別紙第２ 教導チーム展示要領演錬 

 

   （エ） 被教育者の能力の把握を実施する 

      教育開始前に集合させ２日間で能力把握を実施し、３日間素

養試験の解答及び素養の不足していた一般弾薬概論、EODの

手順、リーダーシップ、危険回避教育要領の評価等補備教育

を実施した。 

 



 

 

イ 教育の実施 

チームリーダーの野外マネージメント能力の向上に加え、サーベイ

能力、地域マップ作成能力、地域住民に対する危険回避教育の能力

向上についての教育を実施した。 

（ア）ＣＭＡＣが指定した６個チームに対して２０１７年４月から、

３０名に対し教育を実施した。 

教育期間 教育対象チーム 

４月１０日～７月１２日 ＃１０、＃２３ＥＲＷＩチーム 

７月２４日～１０月１３日 ＃１４、＃２３ＥＲＷＩチーム 

１１月１３日～１月２６日 ＃６＃、８ＥＲＷＩチーム 

 

  （イ）教官の能力向上 

ａ  ＣＭＡＣの教育科目を担当する ＣＭＡＣ本部から派遣され 

 た教官を、担任科目の実施前後に指導するとともに、教育終了 

 の後成果について懇談を行い、次の授業に反映できるようにし 

 た。 

ｂ  適宜ＪＭＡＳが担当している科目についても、 ＣＭＡＣ教官

に実施させ、幅広い知識やその教育方法も向上させた。 

 

実施者： 日本人専門家 

対象者： ＣＭＡＣのＥＲＷ教官要員５名 

教育期間 教育参加者 内容 

４月１７日～ 

６月１４日 

ＣＭＡＣ ＴＩＭＡ教官

２名、  ＨＱ３名 

教育前の準備及び 

教育要領の指導 

７月２４日～ 

１０月４日 

ＣＭＡＣ ＴＩＭＡ教官

３名、  ＨＱ４名  

教育前の準備及び 

教育要領の指導 

１１月１３日～ 

１月２６日 

ＣＭＡＣ ＴＩＭＡ教官

３名、  ＨＱ４名  

教育前の準備及び 

教育要領の指導 

教育視察回数１７回 

 

ウ ドローンの導入について検討 

   カンボジアにおいて、ＥＲＷの汚染調査対象地域を選定し、ドロ

ー 

 ンの有効性を確認した：人が地雷不発弾汚染原に足を踏み入れること 

 なく、処理対象地域の地形・植生を視察することができ、処理計画策 

 定・確認を効率的にこれまで以上の確実性をもって行うことが可能で 

 あった。 

 参考資料１： ドローンによる情報 

 

エ ２０１５年度の被教育者のフォローアップを実施した。 

  年２回予定したモニタリングの第 1回目（６月１２日～１６ 

 日）、第２回目（１２月１８日～２２日）を実施した。 

 



 

 

（３）達成された成果 

   

 

ア チーム員の能力の向上 

 チームリーダーは今まで曖昧であった計画の作成、命令の下達が

的確に実施できるようになった。また、結節においてもチーム員に

対して処理作業や安全についての指導、指示を行なえるようになっ

た。チーム員も不発弾の安全化要領についても積極的に修得した。

また、教育後の所見においても概ね能力が向上したと答えている。 

別紙第３ 教育終了後の所見（チームリーダー・シニアメンバー） 

  【指標】 ＴＩＭＡ教育終了時最終テストで７０点以上であるこ

と。    

   教育に参加したＥＲＷＩチーム員６個チームが７０点以上を獲得 

   した。チームリーダーの平均点９４（％）点（素養試験６５％）

シ 

   ニアメンバー平均点９３（％）点（素養試験５０％）チーム員の

平 

   均点９０（％）点（素養試験６３％）であった。 

別紙第４ 各種試験結果 

   実習時に危険回避教育を実施させたが、チームリーダーの計画に

従 

   い、効果的な教育を実施しており良好であった。 

 

イ ＥＲＷ（ＣＭＡＣ）教官の質的能力の向上 

【指標】 教育現場視認による指導等で教育準備、教育内容及び教育

要領等は良好である。特に新担当教官は新たに教育資料を作成し、

教育に臨む姿勢を強く感じられる。 教育終了後の成果の蓄積要領

に対してアドバイスをし、特にＬＰの作成要領について確認して指

導した。 

また、被教育の理解度をアンケート調査したところ、全員理解した

と回答している。 

 

ウ 前年度のフォローアップ 

２０１５ＥＲＷⅠチームの２回予定したモニタリングの第 1回目

（６月１２日～１６日）第２回目（１２月１８日～２２日）を実施

した。 

  昨年度のＥＲＷＩ課程修了生３０名の内、４個チーム（＃１チーム

は教導チーム及び＃６チームは、改編となったため実施せず）ＣＭ

ＡＣと共同して面接、活動状況の把握を実施した。 

面接の結果、目標としていた指標を達成しているので教育成果は十

分あったものと評価する。 

  特に、マネージメント教育のうち計画管理及び安全管理が役に立っ

ていると意見があった。 

  ＥＯＤオペレーション活動については、＃１６，＃２２チームの活

動をモニタリングチェックリストにより確認した結果、平均８１点

の評価で練度が維持されているのを確認した。 

 

エ その他 社会基盤の強化発展に寄与する（ 地域の直接的安全化へ

の貢献） 

教育実習においてのオペレーション及び教導チームの巡回により、

期間中に以下の不発弾等を処理し、地域の安全化に貢献した。  

    回収不発弾等実績（２月２８日現在） 

弾 種 回収数（発） 

不  発  弾    １，３９４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 人 地 雷       ５２ 

対戦車地雷         ０ 

爆     弾     ２０ 

合   計    １，４６６           

 

 

 

 

 

 

  

 

 参考:危険回避教育実績 対象者 ５，５８９名 (２月２８日現在) 

 

オ 裨益人口 

直接裨益人口：ＥＲＷＩ要員３５名、教官要員７名 

間接裨益人口：実習及び教導チームのＥＲＷの回収により社会基盤の強

化発展に寄与し、活動した州の住民２４０，０００人（危険回避教育及

び不発弾処理を実施した地域の汚染人口）が間接的に裨益した。 

 

（４）持続発展性 ア ＪＭＡＳが作成したＬＰ等各種教育資料を事業完了後、ＣＭＡＣへ

引き継ぐことにより、 ＥＲＷＩ担当教官の能力向上のための教

育、ＥＲＷＩチームの能力向上のための教育及び探査技術教育が持

続的に実施できる基盤が確立された。 

 

イ  質の高い ＥＲＷＩチーム及び教官の保有により ＣＭＡＣは質の高

い国際協力の能力を保持することが可能となった。 

 

ウ 本事業終了後、当会の近傍で勤務する職員または、状況により当会 

  の要員を派遣して、事業のフォローアップ及び現地での活動状況の 

  モニタリングを実施することも可能である。 

 


